
























磁性体の古典的基底状態は 120 0 スピン配列を取るが､隣り合う三角形上のスピンは互いに
ねじれの自由度が残るため､連続無限の縮退が存在し､有限温度で長距維秩序化しない｡理論
的には熱揺らぎや量子揺らぎの効果で縮退が解け､絶女精 度でq-0型や√3×√3型の平面
























































∴ ∴ ･､ ∴




































⊥-2禦 ∑ G,i'7 21' 7 (T,3-T.2)3T"ot/T(x2-(f)2日x2･(i)2〉毒 血 ､ (2)
と表される｡【10】ここで 石 と㌔ はスピン波の分散関係のエネルギーギャップと最大エネル
ギーを温度に換算したものである｡Gijは幾何学因子でこの系では双極子相互作用が寄与して
いる｡ この計算値を図3に実線で示した｡図から解るように実験値と計算曲線の一致は良く､
この比較よりエネルギーギャップは㌫-25Kと求められた｡ハイゼンベルグ相互作用に異方
性を入れたハミルトニアン式 (1)から求めたスピン波分散関係のエネルギーギャップおよび
秩序相において上述のようなスピン構造を取る条件から異方性の大きさは
o<D/J<0.020､ 0.0012<E/J<0.020 (3)
と求まった｡なお､かごめ格子反強磁性体に固有の分散のない零エネルギーモードの揺らぎ[1】
は緩和に寄与せず､観測することは出来なかった｡
一方､S=3/2のCr系ジヤロサイトはスピン構造も異なり弱強磁性を持つなどFe系ジヤ
ロサイトとはかなり異なった様相を呈する[4]｡crジヤロサイトについては､本研究会の森本
多磨書の発表を参照されたい｡
この研究は京大人環院生の西山昌秀､日本原子力研究所関西研究所の稲見俊哉､京大総合人
間学部の故岡与志男との共同研究である｡
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